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孟
蘭
盆
合
に
お
も
う

電
波
に
よ
っ
て
流
れ
る
情
報
に
慣
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

せ
い
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
で
知
る
情
報
は
、

そ
の
時
々
に
よ
り
信
用
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
え
や
慣

習
に
つ
い
て
も
本
当
に
自
分
自
身
で
納
得
で
き
な
い
限
り
、

自
分
の
心
を
支
え
る
根
拠
に
な
ら
な
い
。
自
分
の
生
き
方
は
、

自
分
自
身
の
摸
索
に
よ
っ
て
汲
み
取
る
よ
り
ほ
か
に
な
い
。

自
分
の
感
受
性
く
ら
い
　
自
分
で
守
れ
　
ば
か
も
の
よ

茨
木
の
り
子

『
自
分
の
感
受
性
く
ら
い
』
所
収
。

作
者
は
、
一
九
五
〇
年
代
初
頭
以
来
、
率
直
か
つ
大
胆

に
声
を
あ
げ
た
詩
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。
「
ば
か
も
の
よ
」

と
叱
ら
れ
て
い
る
の
は
、
き
っ
と
、
自
分
自
身
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
乾
き
き
っ
た
自
分
の
心
を
、
他
人
や
時
代
の
せ

い
に
す
る
な
と
も
読
み
と
れ
る
。
物
事
を
他
人
や
時
代
、

環
境
の
せ
い
に
し
て
は
い
け
な
い
。

昔
か
ら
人
々
は
、
健
康
、
美
貌
、
財
産
、
名
誉
な
ど
か

ら
幸
福
を
見
い
だ
し
て
い
る
。
し
か
し
、
歴
史
を
垣
間
見

る
と
、
多
く
の
人
々
が
、
こ
れ
ら
の
も
の
を
実
際
に
は
つ

か
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
く
の
人
々
が
立
派
に
人
生
を
生
き
え
た
の
は
、
外

見
の
こ
と
な
ど
考
え
ず
髪
を
振
り
乱
し
な
が
ら
働
き
、
改

築
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
家
な
の
に
住
め
ば
都
と
心
得
、

た
だ
ひ
た
す
ら
、
貧
し
く
名
も
な
い
境
遇
を
受
け
入
れ
、

そ
こ
に
一
纏
の
望
み
を
兄
い
だ
し
て
、
生
き
抜
く
べ
き
厳

し
い
宿
命
を
辛
抱
強
く
耐
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
耐
え
て

く
れ
た
か
ら
こ
そ
、
今
を
生
き
る
者
の
杖
と
な
っ
て
い
る
。

龍
源
寺
十
四
世
の
住
職
で
あ
る
泰
道
和
尚
の
父
で
あ
る
祖

来
和
尚
の
弟
の
輝
外
文
器
和
尚
は
、
三
十
二
歳
の
若
さ
で

明
治
三
十
八
年
八
月
九
日
に
亡
く
な
っ
た
。
彼
が
入
寺
し

た
時
の
龍
源
寺
に
は
食
物
を
食
べ
る
器
も
な
く
、
貧
し
さ

の
中
で
亡
く
な
っ
た
と
文
書
は
伝
え
る
。
私
に
は
、
貧
し

さ
の
中
で
亡
く
な
っ
た
彼
の
存
在
が
心
の
杖
と
な
っ
て
い

る
。
皆
さ
ま
の
ご
先
祖
さ
ま
の
こ
と
を
思
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
ご
苦
労
さ
れ
た
ご
先
祖
さ
ま
が
、
き
っ
と
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
う
。
お
仏
壇
に
花
を
供
え
、
自
分
達
が
食
べ

る
も
の
と
同
じ
も
の
を
供
え
、
お
参
り
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
追
善
供
養
と
は
、
亡
く
凝
っ
た
人
が
生
前
成
し
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
遺
さ
れ
た
者
が
か

わ
っ
て
善
事
を
す
る
こ
と
で
あ
り
、
一
周
忌
、
三
回
忌
な

ど
一
見
単
調
に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
単
調
な

連
続
に
身
を
委
ね
る
こ
と
で
最
愛
の
方
と
の
死
別
と
い
う

苦
し
み
を
少
し
ず
つ
で
す
が
癒
や
す
こ
と
が
出
来
る
。
こ

れ
は
、
説
明
さ
れ
な
い
ま
ま
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
仏
教
徒

の
貴
重
な
経
験
の
積
み
重
ね
か
ら
き
た
も
の
な
の
で
あ
る
。



か
ん
の
ん
き
ま
に

金
三
万
円
也
　
勝
田
明
子
殿

金
一
万
円
也
　
泊
龍
子
殿

寄
付

金
一
万
円
也
　
中
澤
正
幸
殿

日
月
庵
坐
禅
堂
寄
付

金
百
万
円
也
　
松
原
良
樹
殿

墨
蹟
寄
付
　
津
久
井
喜
美
代
殿

ウ
オ
ー
カ
ー
美
樹
子
殿

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

*
将
来
は
、
本
堂
の
裏
地
を
整
理
し
て
、

大
般
若
経
を
納
め
る
経
蔵
を
建
立
す
る

計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。

*
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

南
北
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

つ
S
b
.
、
吉
.
9
§
。
や
。
や
。
9
。
§
。
9
.
含
。
含
。
9
。
9
.
含
。
S
。
や
。
e
。
S
。
ぐ
。
S
〔
、
ぐ
。
吉
。
曾
.
曾
.
含
。
§
$
。
さ
。
.
含
。
§
。
9
あ
e
。
S
。
き
。
曾
.
含
.
ら
《
、
S
」

∽
　
　
ウ
ラ
ボ
ン
法
要

…
一
、
七
月
十
日
(
月
曜
日
)
午
前
十
一
時
か
ら

書
目
圏

∽
　
・
新
盆
の
法
要
を
行
い
ま
す
。

∽
　
・
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
参
り
く
だ
さ
い
。

∽富賀
、
S
●
曾
〔
、
S
O
曾
○
曾
o
曾
(
、
S
●
3
0
S
0
3
ぐ
S
さ
き
ぐ
る
○
○
S
S
○
○
‡
O
S
S
○
○
3
0
S
O
S
o
9
ぐ
S
o
3
●
、
S
e
S
o
9
{
、
3
〔
、
○
○
ぐ
○
○
ぐ
3
青
、
S
〇
、
S
●
ら
○
○
、
S
{
、
S
●
◆
〕
」

龍
源
寺
へ
の
交
通
の
便
(
地
下
鉄
)

●
都
営
三
田
線
(
目
黒
ま
た
は
三
田
、
南
北
線
は
白
金
高
輪
駅
下
車
。
徒
歩
五
分
)

●
2
番
出
口
か
ら
地
上
に
出
る
と
案
内
看
板
に
　
「
龍
源
寺
」
名
あ
り

龍
源
寺
へ
の
交
通
の
便
(
都
バ
ス
)

●
田
8
 
7
　
渋
谷
駅
-
田
町
駅
　
魚
ラ
ン
坂
下
下
車

●
都
0
0
　
渋
谷
駅
-
新
橋
駅
　
古
川
橋
下
車

●
品
9
 
7
　
品
川
駅
-
新
宿
駅
西
口
　
魚
ラ
ン
坂
下
・
古
川
橋
下
車

●
反
9
 
6
　
五
反
田
駅
-
品
川
駅
-
六
本
木
ヒ
ル
ズ
(
循
環
)

魚
ラ
ン
坂
下
・
古
川
橋
下
車

●
束
9
 
8
　
東
京
駅
丸
の
内
南
口
-
目
黒
駅
　
魚
ラ
ン
坂
下
下
車



龍
源
寺
の
歴
史
に
つ
い
て
(
八
)

松
原
　
泰
道

当
時
の
東
京
市
当
局
は
、
市
区
改
正

計
割
と
経
済
上
や
衛
生
上
の
理
由
か
ら
、

市
内
に
あ
る
寺
院
境
内
の
共
葬
墓
地
を

郊
外
に
改
葬
す
る
よ
う
奨
励
し
て
い
ま

し
た
。
論
告
は
、
明
治
四
十
一
年
一
月

二
十
五
日
で
す
が
、
引
続
き
数
回
に
わ

た
っ
て
勧
奨
状
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
件
に
つ
い
て
当
寺
で
は
寺
関
係

の
法
類
と
檀
信
徒
総
代
会
議
を
同
年
十

一
月
十
五
日
に
開
き
、
次
の
決
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。

一
、
墓
地
の
移
転
は
早
晩
決
行
せ
ざ

る
べ
か
ら
ず
よ
り
て
龍
源
寺
は
市
の

論
告
に
塞
き
、
明
治
四
十
二
年
を
期

し
て
郡
部
に
移
転
を
実
行
す
べ
き
事
、

但
龍
源
寺
建
物
は
移
転
せ
ざ
る
専

一
、
移
転
地
は
豊
多
摩
郡
下
渋
谷
村

東
北
寺
境
内
墓
地
　
(
現
在
渋
谷
区
永

住
町
)
　
と
す

一
、
費
用
、
土
地
買
収
賞
金
壱
千
弐

百
円
、
但
墓
地
百
二
十
坪
、
一
坪
一

〇
円
割
、
改
葬
費
一
千
八
百
円
、
墓

地
約
六
百
基

一
、
費
用
の
出
途
及
償
却
方
法
、
費

用
は
他
借
と
し
て
改
葬
済
跡
敷
地
の

貸
付
地
代
を
以
て
返
済
す
べ
き
専

一
、
多
額
の
費
用
を
要
し
候
事
故
可

成
御
縁
故
の
方
よ
り
応
分
の
補
助
仰

慶
事
。
但
任
意
の
場
所
へ
の
移
転
希

望
の
御
方
は
御
随
意
自
費
を
以
て
一

般
の
改
葬
以
前
に
移
転
せ
ら
れ
た
き

こ
と
一
、
移
転
先
墓
地
特
に
ご
希
望
の
御

方
は
実
費
　
(
一
坪
拾
円
割
)
　
御
支
出

被
下
慶
事

一
、
改
葬
地
跡
敷
地
は
払
下
の
上
、

龍
源
寺
永
代
不
動
産
と
し
て
保
存
す

る
こ
と
右
議
決
候
也

明
治
四
十
一
年
一
月
十
五
日

龍
源
寺
住
職
松
原
祖
来
、
右
寺
前

住
職
越
渓
宗
逸
、
曹
渓
寺
住
職
越
渓

宗
実
、
重
秀
寺
住
職
金
谷
宗
砲
、
吸

江
寺
住
職
天
野
宗
格

檀
信
徒
総
代
。
小
岸
仙
之
助
。
飯

田
平
作
、
丸
岡
束
治

こ
の
決
議
に
塞
き
、
檀
信
徒
各
氏
の

賛
同
を
求
め
て
調
印
を
得
、
計
劃
通
り

翌
四
十
二
年
六
月
四
日
か
ら
墓
地
改
葬

事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。
指
定
墓
地
の

東
北
寺
と
任
意
改
葬
地
の
重
秀
、
曹
漢
、

祥
雲
の
各
寺
へ
移
転
改
葬
を
終
っ
た
の

は
同
年
十
一
月
十
七
日
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
跡
地
の
中
で
寺
に
と
っ
て
利
用

価
値
の
少
い
袋
地
と
道
路
敷
地
と
を
合

せ
た
二
百
十
九
坪
二
合
を
法
類
檀
信
徒

総
代
会
議
の
議
決
と
本
山
管
長
の
副
中

書
を
得
て
所
管
官
庁
の
許
可
を
待
っ
て

明
治
四
十
二
年
二
月
二
十
四
日
と
翌
年

十
一
月
十
六
日
と
の
両
度
に
わ
た
り
松

本
徳
次
郎
氏
に
売
却
、
残
地
二
百
九
十

五
坪
余
が
寺
有
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

(
　
「
寺
報
」
　
第
十
四
号
・
昭
和
四
十
一

年
九
月
一
日
号
よ
り
)



孟
蘭
盆
会
を
迎
え
ま
す
。
新
盆

を
迎
え
る
方
は
、
七
月
十
日
午

前
十
一
時
の
法
要
に
ご
参
加
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
白

木
の
お
位
牌
を
棚
に
上
げ
て
、

近
隣
二
十
ケ
寺
の
ご
住
職
に
お
経
を
読
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
。
龍
源
寺
で
も
一
番
盛
大
な

行
事
に
な
り
ま
す
。
ご
家
族
で
お
参
り
下
さ

い
。
棚
経
に
伺
わ
せ
て
い
た
だ
く
お
檀
家
さ

ま
に
は
、
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
新
た
に
ご
希
望
の
方

は
、
ご
連
絡
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
▼

総
代
の
北
村
行
夫
先
生
の
ご
尽
力
で
、
裏
の

借
地
の
十
数
坪
の
土
地
が
お
寺
に
戻
っ
て
参

り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い

た
お
布
施
や
御
寄
付
は
こ
の
よ
う
な
境
内
整

備
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

借
地
の
問
題
は
、
戦
前
か
ら
始
ま
り
私
で
三

代
に
な
り
ま
す
。
藷
護
士
の
先
生
を
介
さ
な

い
と
解
決
で
き
な
い
ト
ラ
ブ
ル
も
多
い
た
め
、

私
の
代
で
目
途
を
つ
け
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
静
諮
な
境
内
を
作
る
こ
と
に
今
後
も

心
が
け
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま

の
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
▼

三
十
年
ぶ
り
に
大
き
な
楠
の
木
を
勇
足
し
、

庭
が
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
不
作
な
が
ら
も

梅
の
実
を
取
り
、
梅
酒
と
梅
干
し
を
漬
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
梅
酒
は
、
焼
酎
漬
け

と
イ
タ
リ
ア
の
お
酒
で
あ
る
グ
ラ
ッ
パ
で
漬

け
た
も
の
。
焼
酎
漬
け
は
、
娘
の
瑞
樹
が
二

十
歳
に
な
っ
た
ら
皆
ん
な
で
飲
も
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
頃
に
は
、
私
自
身
六
十
六

歳
で
す
の
で
、
健
康
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
梅
の
木
は
、
亡
く
な
っ
た
父

が
兄
の
浩
明
の
供
養
の
た
め
に
四
十
七
年
前

に
植
え
た
も
の
。
悲
し
み
で
植
え
た
木
が
、

今
で
は
慈
悲
の
味
わ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

悲
し
む
と
は
、
慈
悲
の
心
の
は
じ
ま
り
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
▼
『
仏
教
タ
イ
ム
ス
』
と
い
う

新
聞
で
、
「
今
を
生
き
る
白
隠
禅
」
を
一
面
コ

ラ
ム
で
連
載
し
て
い
ま
す
。
毎
日
が
勉
強
で

す
。
母
は
、
百
歳
を
越
え
る
実
母
の
介
助
と

一
歳
を
迎
え
る
孫
の
育
児
を
手
伝
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
妻
の
亜
矢
は
、
先
日
銀
行
に
入

金
に
行
っ
た
際
、
お
年
寄
り
が
振
り
込
め
詐

欺
に
逢
い
そ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
声
が
け

を
し
、
振
り
込
め
詐
欺
事
件
を
防
ぎ
ま
し
た
。

皆
様
も
本
当
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。
娘
の

瑞
樹
も
六
月
二
十
日
で
一
歳
に
な
り
ま
す
。

健
や
か
に
育
っ
て
い
ま
す
。
▼
弟
二
人
も
ア
メ

リ
カ
と
戸
塚
で
一
寺
の
住
職
と
し
て
精
進
し

て
お
り
ま
す
。
▼
毎
回
申
し
上
げ
る
こ
と
で
す

が
、
お
檀
家
さ
ま
で
お
葬
式
を
だ
さ
れ
る
場
合
、

信
頼
の
あ
る
葬
儀
社
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
病
院
で
臨
終
の
際
、
ま
ず
一
番
は

じ
め
に
龍
源
寺
、
深
夜
で
し
た
ら
、
「
あ
お
ば

葬
祭
」
　
〇
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に
、
お
電
話
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
丁
寧
な
お
仕
事
で
皆
さ
ま
に
大
変

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
葬
儀
、
家
族
葬
、
密
葬

な
ど
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
生
前
の
ご
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
渋
谷
区
広
尾
に

あ
る
合
同
船
は
、
龍
源
寺
の
規
則
を
守
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
利
用
が
で
き

ま
す
。
▼
七
月
九
日
、
十
三
時
よ
り
、
ち
ら
し

寿
司
の
お
野
菜
の
刻
み
を
致
し
ま
す
。
お
手

伝
い
い
た
だ
け
る
方
、
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
七
月
十
日
、
孟
蘭
盆
会
で
お
会

い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

ご
家
族
で
お
参
り
く
だ
さ
い
。
　
　
(
信
樹
)


